
テキストの使用及びワークブックの使い方について
はじめに
１．本科目は、信徒教育スタンダード・プログラムの成長コース、上級講座    伝道「キリスト教弁証論」です。
２．対象は入門コースと成長コースの初級と中級の伝道（証人)(信徒伝道）
を修了した人です。あかし伝道、個人伝道、訪問伝道などの基礎を学びかつ実践している人が、求道者がとらわれているさまざまな非キリスト教的世界観に対して、キリスト教の真理性を示すために、このキリスト教弁証論の学びがあります。常に、伝道ということを頭において、この科目を教えてください。できれば、この学びを基本にして、伝道現場の弁証的諸問題をデスカッションすると充実するでしょう。
３．本科目の学びのために、テキストとガイドブッと受講者ワークブックとが三点セットになっています。いずれも学課ごとになっています。
４．講座の基本所要時間は６時間です。ですから一課につき１時間ということにもなります。しかし、ボリュームが多い学課は、多少時間を延長してもかまいません。
５．ワークブックは授業時間内に行ってもよいし、次回の宿題にしてもよいでしょう。
６．ワークブックはテストではありませんので、テキストを見て書き込んでください。すべてテキストを読めば、解答できるようになっています。
７．指導者の方は、テキスト全体を熟読し、内容を把握することが肝心ですが、できればテキスト作成に用いた参考文献まで目を通してください。    
本テキストの構成と多くの内容が「キリスト教信仰の基礎｣(ハミルトン聖書図書出版）から取られています。他の参考文献については、学課ごとに記します。
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  第一課　　キリスト教弁証論とは何か
参考文献：ハミルトン「キリスト教信仰の基礎」ｐ．２５～４０
          パスカル「パンセ」第四章信仰の手段について（２４２～２９０）１．この学課では、伝道の現場で受講者がぶつかった問題を本人に語ってもらうことから、弁証論の必要性を認識させるとよいでしょう。どういう世界観（考え方）が伝道を困難にしているかを話し合うのです。
２．弁証論の役割と限界をはっきりさせてください。伝道はあくまでも聖霊の力によることを示し、祈って聖霊に信頼することを強調してください。  
しかし弁証論の知識も伝道の障害除去に役立つことを示してください。伝道の相手がこだわっている世界観を理解することも、相互理解を深め、適切な対応のために大切なことです。
３．理性の限界については、なるべく聖書を開いて、説明してください。
４．第二課以降の構成についても説明しておくと、この科目の全体を予測できるでしょう。この科目の学習方法についてあらかじめ説明をしておいてください。
        第二課　　諸哲学に対する弁証
参考文献：ハミルトンｐ．４３～１０５
          「生命と愛の起源｣(ビデオ　ハーベスト企画）
１．唯物論に対する弁証では、特に宇宙に始まりがあったことを強調してください。もし現代の理論物理学の本（アインシュタインやホーキング）を読めたら、読んでおいてください。
２．汎神論に対する弁証には、特に力を注いでください。なぜなら、日本的といわれるものが、この汎神論に由来していることが多いからです。汎神論では人格の由来を説明できないばかりか、人間の自由意志による罪の責任も暖味にされてしまうことも付け加えてください。汎神論を聖書を引用して論駁し、その高慢さを示してください。また救いの唯一性も強調してください。
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３．二元論については、特に聖書に見るギリシャ的二元論にふれてください。

４．進化論については、特にそれが仮説であって、科学的真理ではないこと

を強調してください。もし、上記のビデオ「生命と愛の起源」を課外学習
　　として見せることができれば、さらに効果的でしょう。
        第三課　　諸宗教に対する弁証
参考文献：ハミルトンｐ．１２４～１３８
          ひろさちや「仏教とキリスト教」「仏教と神道」「キリスト教とイス
　　　　　ラム教｣(いずれも新潮選書）
          「世界の宗教と経典｣(自由国民社）のヒンドゥー教、儒教、道教の　　　　　項
１．仏教については、もともと悟りの宗教だったものが、歴史的地域的変遷
を通して、原初のものとは全く異なったものになっていることを示し、    
信頼に値しないことを強調してください。
２．神道については、日本でしか通用しない宗教であることを示してください。また神道の祭祀についてもふれてください｡(七夕や門松や雛祭りの由来についても調べておくとよいでしょう。
３．イスラム教については、武力行使、戒律主義を強調して、キリスト教の

平和主義、恩寵主義と比較してください。
４．ヒンズー教については、その階級制度を指摘し、キリスト教の平等思想
と対比してください。
５．道教については、呪術的性格を指摘し、自然発生的起源を強調してくだ
さい。
６．儒教については、国家神道と結びついた過去を指摘してください。
７．現代には、多くの新興宗教や新新宗教といわれるものが盛んになってい
ます。それらは、従来の神道や仏教を土台にしています。ここで学んだ   
弁証論を活かして、それらの諸宗教への対処を話し合うことが有益でし   
よう。
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        第四課　　諸異端に対する弁証
参考文献：ラッセル・Ｐ・スピットラー「異端｣(福音出版社）
          ウイリアム・ウッド「エホバの証人とキリストの証人」
          森山諭「統一教会のまちがい｣(ニューライフ出版）
　　　　　森山諭「原始福音｣(ニューライフ出版）
１．異端は新しいものではなく、聖書啓示の成立と同時的であることを強調
し、異端の台頭に驚かないように勧めてください。Ⅰヨハネ４：２，３

は重要な聖句ですので、暗唱するように励ましてください。イエスの神 
性と受肉の否定が異端の特色であることを強調してください。
２．エホバの証人については、一番身近かな異端ですので、少し詳しく説明
したり、デスカッションしたりしてください。輸血拒否や格闘技の拒否   
などにも言及してください。いのちを救うことこそ、キリストの精神であることを指摘して下さい。(テキストｐ２０～２４）三位一体の教理の弁証はここで行っておいてください｡弁証は思弁的（哲学的）でなく、聖書的に行ってください。ただ、三位一体とは、存在とは一つ、位格(ペルソナ）は三つということを示してください。上掲のウッドｐ．６８～８４を参照するとよいでしょう。
３．モルモン教については、特に聖書以外に「モルモン経典」を権威として
おり、正統派キリスト教とは当然違っていることを指摘してください。

４．統一教会については、それが聖書を絶対的なものとしてではなく、幼稚
な時代の過渡的教科書に過ぎないものとして扱っていることを指摘して   
ください。血分けや合同結婚式にもふれ、霊感商法とともに、社会的に   
も問題であることに触れてください。
５．神の幕屋については、キリストの受肉の否定を指摘してください。
６．異端に対する伝道については、説明する前に異端に接した時の経験を話
し合うとよいでしょう。
第五課    キリスト教の超自然性に関する弁証
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参考文献：ハミルトンｐ．１４０～１９８
１．キリスト教発達の独自性については、特に第三課を復習しながら、諸宗教とキリスト教の発達の違いを指摘してください。キリスト教は、人間 の肉によって作られたのでも、肉的な手段によって保持されたり、拡大されたりしたのでもなく、神を起源とし、霊の力によって進展したことを強調してください。使徒行伝を通読するなら、このことがはっきりすることを指摘してください。
２．聖書の独自性については、まず各分野における聖書の影響力を指摘して
ください。生徒にも考えさせるとよいでしょう。聖書の倫理性が諸宗    
や諸哲学に比べ、絶対的なものであることを強調してください。聖書の

統一性の背後には同一の著者（神）がおられることを指摘してください。
 第六課　　聖書の歴史的信頼性に関する弁証
参考文献：ハミルトンｐ．２００～２３６，２５６～３９４
１．聖書の記録は歴史的であること、すなわち神話や作り話ではなく、事実
に基づいていることを強調してください。
２．旧約聖書の歴史的信頼性については、具体的にノアの洪水の出来事などを取り上げて、聖書の記録と一般の科学書などを比較してみると、おもしろいでしょう。科学が進歩するにつれ、これまで神話とされてきたような聖書の記述が事実であることが明らかになるでしょう。ここでは、ほんのわずかな事例しかあげてありませんので、それ以外の事例をあげて説明できれば、一層効果的でしょう。
３．新約聖書の歴史的信頼性についても、註解書や考古学の参考書などから
他の事例をあげれば、さらによいでしょう。
４．高等批評については、近代合理主義による超自然性の否定という前提が
あることを指摘してください。史的イエス論については、特にルカ１章の冒頭部分を指摘してください。
５．  聖書の矛盾の問題については、受講者たちから矛盾と思われる箇所を
あげてもらい、註解書などを参考にしながら、話し合ってみるとよいで
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しょう。その際、その矛盾が第一～第八のいずれに相当するかも検討す

るとよいと思います。以下の二つの例も参考にしてください。

　出エジプト記４：２１では、神はモーセに「わたしは彼の心をかたく 
なにする。彼は民を去らせないであろう。」と言っておられます。もし    
神がパロの心をかたくなにして、パロをさばくなら、神は正しくないの   
ではないかという疑問が起こります。しかし聖書を読む場合に、そのよ   
うな神学的論議に悩まされてはいけません。なぜなら、出エジプト記の   
著者（モーセ）の関心はそのような議論にではなく、パロのかたくなさ   
までも神の救いの計画に役立てる神の栄光と主権にあるからです。神の
主権か人間の意志かという選択的論理でなく、著者の本来的意図にたち 
もどることが、聖書の疑問や矛盾を解消させてくれます。

  申命記２１：１５～１７には「ふたりの妻」に対する規定が出てきます。このようなところから、旧約聖書では一夫多妻が是認されているようで、新約聖書の一夫一妻と矛盾するのではと考えます。確かに、旧約時代の人々は、何らの良心のとがめもなく、一夫多妻を認めていました。しかし大切なことは、旧約聖書の記者たちは、それを現代のあるいは新約の善悪の道徳的基準で判断してはいないということです。旧約の人々は、当時の彼らをとりまく異邦社会の慣例に従っていたにすぎません。旧約聖書の記者たちは、一夫多妻の是非を論じるのではなく、その事実を物語り、その事実からどういう結果が歴史的に生じてきたかを述べようとしているにすぎません。堕落した人間の歴史は不完全であり、一夫　　一妻という神の本来的意図に到達するためには、主イエス・キリストによる啓示を待たねばなりません。（マタイ１９：３～９）
６．復活の歴史的信頼性については、大切ですので、これに時間をとるよう
にしたらよいと思います。科学によって復活は論証できませんが、復活  
が事実でなかったら、聖書記録そのものが説明不可能であることを強調   
してください。復活を聖書以外の文献から論証することはできません。   
もし復活がなかったら、教会の成立も新約聖書の成立も全く不可解であ
ることを強調してください。
７．預言の成就についても、一例を示しているにすぎませんので、教師が教
えやすい事例でもかまいません。時間がとれれば、イエスに関する預言
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とその成就を一つ一つ調べてみるとよいでしょう。

